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臨
時
議
会
開
か
る

犧
　
長
　
東
海
林
　
一
　
郎

氏

副
議
長
　
大
　
沼
　
酉
　
治

氏

去
る
四

月
三
十
日
の
絖
一
地
方

選
挙
に
ょ

っ
て
当
選
し
た
新
議
員

に
よ
る
国

見
町
議
会
が
五
月
六
日

開
か
れ
た
。
午
前
九
時
開
煢
、
最
年

長
松
浦
豈
二

郎
氏
臨
時
議
長

と
な

っ
て
議
長
選
犖
を
は

か
る
。
前
副

議
長
東
海
林
一
郎
氏
当
選

。
順
長

窩
に
っ
き
、
以
下
新
議
長

の
司
会

に
よ
っ
て
審
議

は
進

め
ら
れ

る
。

副

議
長

烋

朗
読

長
大
沼
酉
治
氏
当

選

、
次

に
常
仟
倭
員
会

に
閔
す

る

条
例
の
一
部

を
改
正

し
て
委
員
会

の
構
戊
を
す
る
。
こ
れ
ま

で
各

々

独

立
し
て

い
た
文

教
・
厚

生
の
両

委
員
会

を
合
せ
て

文
教
厚

生
委
員

会

と
し
、
新

に
建
設
委
員

会
か・
設

け

た
。
各
委
員
会

委
員

及
び
実
員

長

そ

の
他

の
役
職
員
六

の
と
丱
リ

決
定
、
こ
こ

に
町
政
の
審
議
機
関

と
し
て
の
町

議
会
は
成
立
し
た
。

町
議
会
議
員
役
職

頴
　

長
　

東
海
林
一
郎

副
議
長
　

大
沼
　

酉
治

総
務
委
員
会
（
Ｏ
長
○
副

）

○
松
浦
喜
一
郎
Ｏ
宍
戸
　

武
雄

遠

藤
　

久
古
　

安

藤
　

庄
七

佐

久
間
　

清
　

須
田
　

眞
一

大
沼
　

四

治
　

東
海
林
一
郎

経
済
忝
員
会

○
八
島
妲
次
郎
○

大
波
　

由
助

吉
田
　

一
雄
　

大
波
　
　

久

菊
圸
　

平

吉
　

佐

久
間
正
寛

文
教

か
生
委
員
会

回
ぺ
波
　

政
占
い
ゾ
に
川
　

要

吉

佐
藤
　

元
一
　

佐
藤
　

新
七

遠
藤
　

喜
平
　

羽
根
　

善
一

建

設
委
員

会

○
菊
地
　

政
治
○

奥
山
福

太
郎

武
田
　

三
郎
　

小
林
　

正
夫

佐
野
　

正

治
　

菅
野
　

正

明・

臨

囘

…冖

経

枚

渣

立

会

議

員

菅
野
　

正
明
　

遠

藤
　

喜
平

佐
野
　

正
治
　

佐
藤
　

新
七

古
…田
　

一
雄
　

古
川
　

要
吉

公

立

炳
院
組（
‥
議
会
議
員

大
沼
　

酉
洽
　

大
波
　
　

久

遠
茴
　

久
吉
　

小
林
　

正
夫

奥
山

福
太
郎
　

佐

久
間
　

清

国

見
町

梁
川

町
大
腿

小
学
校
組
合
議
員

大
浪
　

政

吉
　

小
林
　

正
夫

松
浦
豈
二

郎
　

八
島
建
次
郎

菊
地
　

平

吉

伊
達
地
方
羂
生
処
理
糾
合
議
員

大
沼
　

内
応
　

佐
藤
　

新
七

監

蠹
委
員

宍
戸
　

武
雄

郤
市
計
画
審
議
委
員

会
委
員

柬
雎
袮
一
郎
　

大
沼
　

川
治

厚
生
愛
護
会
誕
生

国

見
町
に
は
こ
れ

ま
で
国
民
健

康
保
険
事
業

に
協
力
す
る
国

保
巡

絡
員
が
あ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
更

に

厚

生
行
政
全
般
に
協

力
す

る
ね
ら

い
か
ら
厚

生
愛
護

会
と
い
う
自

主

団
体
に
生
ま
れ
か
お
り
、
保
健
委

員
と
協
力
し
、
特

に
婦
人

の
立
場

か
ら
母

子
衛
生

・
家
族
計
画

・
育

児
等
に
っ
・い
て
一

般
町
民

の
相

談

に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ

た
。
去

る

四
月
二
十
二
日

役
場
会
議

室
で

総

会
を
開
き
、
規
約
及

び
事
業

、
役

員
な
ど
を
決
定
し
た
。

同

規
約
に
よ
れ
ば
、
各

部
落

よ

り
推
せ
ん
さ
れ
た
中
堅
婦
人
を
も

っ
て
会
員
と
し
、
各
地
区

二
名
（
藤

田
三
名
）
計
十
一
名

の
理

事
を
選

出
し
、
理
事
の
瓦
選

に
よ
っ
て

役

員
を
決

め

る

こ

と
に
な
っ
て
い

る
Ｏ

理
事
次
の
と
お
り

○
会
長
○
副

会
長
（

会

計
　

｀

Ｏ

高
橋
　

卜
冫丶（

佐
茴
　

カ
ッ

菊
地
　

ミ
ッ
　

熊
坂
　

ヤ
イ

横
山
　

キ
サ
○

佐
久
間
い
ち

朝
内
　

ひ
で
　

大
沼
　

た
め

八
島
　

ア
キ
○

佐
藤

あ
や
を

井
砂

マ
チ
ョ

写真 （ 上）踊会風景 （下 ）右上より東海林議長、大沼 副議長 、八鳥経済

左上より菊地建設､ 松 浦総務 、大浪文厚各 委員長

議

会
傍

聴
記

五
月
六
日
、
新
灰
員

に
よ
る
μ

時
凄
会
が
開
か
れ
た
。
一

遡
間
？

に
わ
た
る
澂
斗

の
末
か
ち
得

た
栄

冠

は
、
当
選

何
回
と
い
う
古

つ
わ

も
の
の
先
輩

譲
員
で

さ
え

う
れ
し

い
も
の
、
ま
し
て
初
肖
澀
の
羽

根
、

須
田
、
佐
久
間
、
武
田

の
新
議
員

の

顔
は
ま
こ
と
に
明

る
く
に
こ
や

か

で
あ
る
。
ま
る
で
小

学
校
の
入

学

式
の
よ
う
に
、
定
刻
数
十
分
も

前

か
ら
登
庁
し
、
だ
れ
か
れ
の
区
別

な
く
あ
い
さ
つ
し
、
あ
い
き

よ
う

を
ふ
り
ま
く
、
議
員
バ
ッ
チ
を
し

き
り
に
な
で
さ
す
り
。
煩
塲
の
前

を
行
っ
た
り
米
た
り
し
て
い
る
。

け

た
た
ま
し
い

ベ
ル
の
音
、
定

刻
九
時
だ

。
安
藤
氏
欠
席
の
外
は

全
員

時
間
励
行

、
ま
こ
と
に
立
派

で
あ

る
。
松
浦
氏
年
長
の
故
を
も

っ
て
臨
時
議
長
と
な
り
、
議
長
迴

任
の
件
を
は

か
り
東
海
林
一
郎
氏

当
選

、
沃
長
席
に
っ
く
。
こ
れ
か

ら
先
は
新
議
長
の
手
に
よ
っ
て
手

ぎ
わ
よ
く
進

め
ら
れ
る
。
先
づ
副

議
長
に
大
沼
氏
が
選
ば
れ
、
条

例

を
改
正
し
て
各
種
委
員
会

の
構

成

に
か
か
る
。
協
議
の
結
果

選
考
委

員
を
挙
げ
て
人
選
を
一
任

す
る
。

と
に
か
く
民

主
主
義
の
ル
ー
ル

に
ょ
っ
て
生
ま
れ
た
二
十

六
名

の

跟
員
さ
ん
た
ち
だ
。人
格
識

見
、
手

腕
力
脯
に
お
い
て
う
ん
ぬ
ん
す

る

必
要
は
更
に
な
い
。
も
し
何
か
に

欠
け
る
と
こ
ろ
あ
り
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
迴
挙
民
の
共

同

心
任
で
あ
り
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で

協
力
し
、
応
接
し
、
鞭
撻

し
、
監

視
し
、
批
判
し
、
啓
蒙
し
て
改

善

し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
、
徒
ら

に

こ
れ
を
非
毀
し
攻
撃
す
べ
き
で

は

な
い
。
又
迴
窄
戦
の
酒

代
に
お
い

て
、
こ
の
ま
し
か
ら
ざ
る
行
動

が

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
大
半

は

候
袖
者
の
弱
み
に
っ
け
こ
ん
で
、

そ
こ
ま
で
追
い
や
っ
た
澗
挙
民

の

責
任
で
は
あ
る
ま
い
か
。

公
明
湎
挙
が
５

ま
く
い
っ

た
と

か
い

か
な
い
と
か
い
５

け
れ
ど
も

そ
れ
は
他
人
に
い
う
こ
と
ば
で
な

く
、
候
補
者
自
身
、
選
挙
民

自
身

が
自
分

に
き
き
、
自
分
に
冫

か
せ

る
こ

と
ば
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
。

と
に

か
く
三
月
十
九
日
に
決
議
し

た
1
1
1
公
明
迴
挙
穴
言
」
は
蔽
と
し
て

今
後
も
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ど
う

ぞ
議
員
の
皆
さ
ん
、
自
重
自

愛
ご
晴
韭
願

い
ま
す
。

国見町昭和38年度歳入歳出予算

歳　　　　　　　　　　　 入

科　　　目
昭 和38 年 度

予　　 算
－

,
 000 , 000 |

26 , 256 , 523

17  , 931 , 459

7 , 000 , 000

6  , 954.24

2 , 900 , 000

2 , 738 , 580

1  , 719 , 056

363.000

200,000

57 , 700

100 ﾕ 70 , 567

昭 和37 年 度

算
予　　　..

24  ,  500  ,  000

23  ,  109  ,  533

1  ,  932 ,  067

0

830  ,  865

0

2  ,  688 ,  680

1  ,  696 ,  592

100

500,000

52  ,  600

55  , 360  , 4371

比 較 増 減

（ △ 印 減 ）

9 , 500 , 0 ( ) 0

3  ,  146 ,  990

15  ,  999.392

7  ,  000 ,  000

6  , 123  ,  384

29 （ 〕0,000

49  ,  900

2  ,  464

362  ,  900

△300  ,  000

5  ,  100

4  , 810  , 130

百分比

地方 交付税
町　　　 鴉

国庫 支出金
繰　 入　 金
雑　 収　 入
町　　　 債

使用料及手数料
県 支 出 金
寄　 付　 金
繰　 越　 金

公 営 企 業
財 産 収 入
合　　　 計

33 .94
26.21
17.95
6.99
6.94
2 .90
2 . 73
1.72
0.36
O. 20

0 .06

100

歳　　　　　　　　　　　　出

科　　　 目

７　　-･ ●●●　　 ●㎜●--　･ ■
役　 塲　 贄

土　 木　 費

教　 育　 費

諸 支 出 金

社 会 労 働 施 設 費

消　 防　 贄

産 業 経 済 贄

公　 債　 贄

保 健 衛 生 贄

議　 会　 費

選　 挙　 費

財　 産　 費

統 計 調 査 費

予　 備　 贄

合　　　　 計

昭 和38 年 度

予　　 算

22 , 699 , 534

19 , 356 , 813

15 , 000 , 000

14 , 641 , 894

11 , 218 , 289

4 , 565 , 878

4 , 006.233

3 , 193 , 140

2 , 119 , 55S

1  960 , 40

805 , 058

263,600

169,000

] 66 , 170

100 , 170 , 567

昭和37年度
予　　 算

比 較( 増)

■　 ■■　　　 ㎜㎜■･3 ,  362  , 565

16  , 658  ,  000

4 ,  000  , 000

8  ,  655 ,  950

7  ,  977 , 0671

2  , 100 , 508 |

695  ,  644

82,226

430  ,  103

434  ,  950

310  ,  0

乙 400

38  ,  000

27  ,  693

44.810  ﾕ  30

百分比

22.66
19.32
14 .97
14.62
11.20

4.56
4 .00
3.19

2 .12
1 .96
0.80
0.27

0 .17
O. 16

100

19 , 336 , 969

2 , 698 , 813

11 , 000 , 000

5 , 985 , 9 必

3 , 241 , 222

2 , 465 , 370

3 , 310 , 589

3 , 110 , 9

1  , 689 , 455

1 , 525 , 450

495 , 034

231 ,  200

131  , 000

138 ,  477

55 , 360 , 437

み
ん
な
で
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

り
く
つ

を
ぬ
き
に
し
て

今

か
ら
す
ぐ
実
行
し
よ

う

日
正
し
い
運
転
を
す
る

酒
の
み
運
転
や
め
ま
し
よ
う

無
免
許
運
転
や
め
ま
し
よ
う

ス
ピ
ー
ド
途
反
や
め
ま
し
よ
う

罔
正
し
い
歩
行
を
す
る

右
側
を
歩
き
ま
し
よ
う

安
全
な
横
断
を
し
ま
し
よ
う

な
な
め
繊
断
や
め
ま
し
よ
う

叫
子

ど
も
を
事
故
か
ら
守

る

道
路
の
あ
そ
び
は
や
め
さ

せ
ま

し
よ
う

子

ど
も
か
．に
た
ら
徐
行
し
ま
し

鰰
一
雌
主

は
義
務
を
果
た
す

無
理

な
運
転
は
さ
け

ま
し
よ
・ン

倒
踏
切
を
安
全
に
通
行
す
る

止
ま
っ
て
安
全
を
た
し
か
め
ま

し

よ
う

因
広
く
安
全
な
道
路
に
す

る

路
上
陳
列
は
や
め
ま
し
よ
う

卓
は
車
庫
に
入
れ
喞
し
よ
う

交

通

安

全

都

市

宣

づ‥

国
見
町
議
会
で
は
三
月
鼠
会

で
ぷ
、俑
事
故
を
未
甄
に
防
止
し

、
安

ら
か
な
明
る
い
町

を
蛙
設

す

る
た
め
「
国

阯
町
を
交
通
安

全
川
市
」
と
Ｉ
．
次

の
各
項
を

実
行
す
ろ
こ
と
を
内
外

に
穴
言

し

た
。

一
、
国
晧
町
町
民
は
、
一
体
と

な
っ
て
交
通
法
規
か
守
り
、

町
か
挙
げ
て
交
通
消
防
の
鳥

砌
か
図
り
、
以

っ
で
交
通
事

敵
防
止
の
万
企
か
瑁
す
。

一
、
万
一
汕
今
故
の
絶
誤

を
川
す

る
た
め
、
あ
ら
○

る
手
段
と

施
策

を
樹
立
推
進
す

る
。

一
、
国
見
町
内
か
。俑
洒
す
ろ
す

べ
て
の
人
車
は
、
安
姐
事
故

防
止
の
た
め
の
べ
仟

を
負
５

も
の
と
す
る
。

国
見
町
部
落
会
長
名
簿

昭
和
三
八
、
五
、
一
現

在

○
評
議
員
　

○
会
長
　

④
副
会
長
　

●
会
計

部

落

会

名
　
　

班

数
　
　
　

世

帯

数
　
　
　

部

落

会

長

大
　

町
　

南
　
　
　

六
　
　
　

八

五
　
　

○

大
　

勝
　

藤
　

繁

大
　

町
　

北
　
　

一

〇
　
　
　

九

五
　
　
　

稲
　

村
　

彦

三

郎

本
　
　
　

町
　
　
　

九
　
　
　

八

四
　
　
　

紺
　

野
　

金

治

郎

駅
　
　
　

前
　
　
　

七
　
　
　

九

四
　
　

〇

吉
　

田
　

民
　

蔵

銷
　
　
　

町
　
　
　

七
　
　
　

七

七
　
　
　

秦
　
　
　

作
　

蔵

宮
　

町
　

北
　
　
　

九
　
　

匸

一
〇
　
　
　

奥
　

山
　

福

太

郎

宮
　

町
　

南
　
　
　

七
　
　
　

九

九
　
　
　

倉
　

田
　

真
　

吾

町
　
　
　

東
　
　
　

四
　
　
　

四

四
　
　
　

須
　

田
　

滋
　

一

鶉
　
　
　

町
　
　
　

二
　
　
　

一

六
　
　
　

五

十

嵐
　

常

次

郎

石

母

田

東
　
　

三
　
　
　

三

二
　
　

〇

佐

藤
　

角

洽

び
　
　
　

表
　
　
　

三
　
　
　

二

三
　
　
　

佐
　

藤
　

久
　

造

ぴ
　
　
　

北
　
　
　

三
　
　
　

二

八
　
　
　

宍
　

戸
　

已
　

吉

か
　
　
　

西
　
　
　

四
　
　
　

三

三
　
　
　

佐

々

木
　

吉

三

郎

な
　
　
　

原
　
　
　

四
　
　
　

四

四
　
　
　

菊
　

地
　

平
　

吉

滝
　
　
　

山
　
　
　

三
　
　
　

四

〇
　
　
　

市
　

川
　

常
　

蔵

山
　

崎
　

北
　
　
　

三
　
　
　

四

六
　
　
　

吉
　

田
　

五
　

郎

山
　

崎
　

南
　
　
　

五
　
　
　

七

〇
　
　

〇

吉
　

田
　

幸
　

平

小
　

計
　
　

八

九

一

、
〇

三

〇

板
　
　
　

橋
　
　
　

五
　
　
　

五

五
　
　
　

野
　

村
　

正
　

治

前
　
　
　

田
　
　
　

六
　
　
　

四

二
　
　

〇

安
　

藤
　

仙
　

助

太
　

田
　

川
　
　
　

六
　
　
　

四

六
　
　
　

佐
　

藤
　

源
　

蔵

小
　
　
　

坂
　
　
　

四
　
　
　

五

七
　
　
　

佐
　

藤
　

精
　

一

鳥
　
　
　

取
　
　
　

五
　
　
　

五

四
　
　
　

遠
　

藤
　

正
　

一

内
　

谷
　

西
　
　
　

三
　
　
　

二

九
　
　

〇

菅
　

野
　

富
　

蔵

り
　
　
　

東
　
　
　

七
　
　
　

四

九
　
　
　

菅
　

野
　

正
　

明

泉
　

田
　

上
　
　
　

四
　
　
　

三

六
　
　
　

佐
　

藤
　
　
　

栄

ぴ
　
　
　

中
　
　
　

八
　
　
　

四

九
　
　
　

佐
　

藤
　

豊
　

吉

か
　
　
　

下
　
　
　

五
　
　
　

三

六
　
　

〇

安
　

積
　
　
　

貞

小
　

計
　
　
　

五

三
　
　

四

五

三

栄
　
　
　

一
　
　
　

一

〇
　
　
　

六

一
　
　

〇

津
　

田
　

金
　

作

愀
　
　
　

二
　
　
　

五
　
　
　

三

七
　
　
　

佐
　

藤
　

清
　

重

澎
　
　
　

三
　
　
　

四
　
　
　

四

〇
　
　
　

蓬
　

田
　

直
　

一

汁
　
　
　

四
　
　
　

七
　
　
　

四

六
　
　
　

古
　

旧
　

光
　

夫

徳
　

江
　

北
　
　
　

八
　
　
　

五

八
　
　
　

佐
　

藤
　

栄

佐

久

澎
　
　
　

七
　
　
　

三
　
　
　

三

〇
　
　
　

佐
　

野
　

陂

兵

エ

愀
　
　
　

八
　
　
　

六
　
　
　

四

四
　
　
　

佐
　

野
　

武
　

吉

胥
　
　
　

九
　
　
　

六
　
　
　

五

七
　
　

〇

村
　

上
　

三
　

郎

少
　
　
　

一

〇
　
　
　
　

四
　
　
　
　

二

三
　
　
　
　

荀
　

圸
　

惣

兵

Ｉ

士
　
　

一
　
一
　
　
　
　

四
　
　
　

ニ

ー
　
　
　
ｅ

‥‥
川
　

橋
　

勇
　

記

汁
　
　

匸

一
　
　
　

五
　
　
　

五

三
　
　
　

菊
　

圸
　

久
　

七

小
　

計
　
　
　

六

二
　
　

四

七

〇

貝
　
　

田
　
　

九
　
　

一

一

九
　
　

斎

藤

ソ

市

光
　

明
　

寺
　
　
　

六
　
　
　

六

八
　
　

〇

佐
　

野
　

久
　

吉

鳥
　
　
　

城
　
　
　

六
　
　
　

五

九
　
　

〇

佐
　

茴
　
　
　

一

大
　

木
　

戸
　
　
　

七
　
　
　

七

〇
　
　
　

松
　

浦
　

市

三

郎

山
　
　
　

根
　
　
　

六
　
　
　

．九

七
　
　

（
ｔ
一
八
　

藤
　

支
‥
　
平

小
　

計
　
　
　

三

四
　
　

三

七

三

原
　
　
　

町
　
　
　

四
　
　
　

三

〇
　
　

〇

佐
　

藤
　

正
　

雉

笛
　
　
　
　

館
　
　
　
　

Ξ
　
　
　
　

一

五
　
　
　
　

松
　

浦
　

万
　

吉

川
　
　
　

内
　
　
　

七
　
　
　

七

〇
　
　

〇

斎
　

踈
　

齋
　

一

並
　
　
　

柳
　
　
　

二
　
　
　

二

三
　
　

〇

新
　

并
　

玄
　

竜

巾
　
　
　

部
　
　
　

四
　
　
　

三

四
　
　
　

玉
　

手
　

金
　

洽

北
　
　
　

部
　
　
　

三
　
　
　

二

〇
　
　
　

佐
　

藤
　

平
　

洽

小
　

計
　
　
　

二

三
　
　
　

一

九

二

総
　

計
　

部

落

数

四

九
　

班

数

比

六

一
　

世

帯

数

二

五

一

八

○

幼

児

の

水

難

や

交

通
・
事

故

を

ぜ

っ

た

い

な

く

し

ま

し

よ

う
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今
般
町
民
の
与
望
を
担
っ

て

当
遲
せ
ら
れ
た
二
十
六
名
の
各

位
に
衷
心
か
ら

祝
意

を
表
す
る

と
共

に
町
議
と

し
て

の
心
構
え

に
つ
い
て
二
三

の
注

文
を
つ
け

た
い
と
思
５
.０

前
町

議
湎
、

つ
ま
り
昭

和
三

十
四

年
の
当

進

者

各
付
に
は
、

当

時
の
京

大
総

長
滝
川

博
士
の

言

葉
を
引
用

し

て
「
た
だ
の
酒

は
飲
む
な
」

と

提
唱
し
た
が
、

こ
の
言
菜

を
再
び
綬
卮
言

ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と

を
ま
こ
と
に
心
憾

と
す

る
。
「
た
だ
の
酒
」
は
直

ち
に
汚
職
に
っ
な
が
り

、
公
明

澀
犖
を
阻

害
し
、
人
の
心

を
蝕

む
こ
と
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
な

い
。
優
秀
な
人
材
が
つ
ま
ら
ぬ

こ
と
で
っ
ま
ず
く
の
は
、
大
概

「
た
だ
の
酒
」
を
飲
む
こ
と
に

起
因
す

る
も

の
だ
。
「
た
だ
の

酒
」
を
飲

む
頡
会

を
つ
く
る
こ

と
が

自
己

の
政
治
力
を
誇
示
す

る
も

の
と
考
え
て

い
る
人
に
至

っ
て

は
、
正

に
唾

棄
す

べ
き
人

間

性
で

あ
る
。

次

に
町

議
は
町
民
の
指
導
者

で

あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し

か
も

指
導
者
の
位
置

は
、
片

の
ボ
隊

に
お
け
る
指
裃
回

と
異

な
り
、

町

民
の
列

外
に
あ
っ
て

は
な
ら

ぬ

。
つ
か
に
町
民
の
列
中

に
お

っ
て
、
あ
る
時
は
町
民

の
先
頭

に
立
っ
て
町
皿

の
行
く
べ
き
方

途
を
示

し
。
時
に
は
後
尾
に
あ

つ
て
お
く
れ
が
ち
な
人
達
の
後

押
し
の
役
も
せ

ね
ば
な
ら
な
い

。
か
く
て
こ
そ
町
民

と
直
結
し

た
政
治
体
制
を
つ
く
る
こ

と
が

で
き

る
と
信
ず
る
。

更

に
、
町
議
は
つ
ね
に
夢

を

も

た
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て

そ
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
絶
え

ざ
る
努
力
を
続
け
、
一
歩
一
歩

前
進
す

べ
き
で
あ
る
。
胸
中
に

町

の
理
想

像
の
か
け
ら
も
蔵
せ

ず
、
当
選
し

た
翌
日

か
ら
次
の

選
挙

の
準
備

と
思
わ
れ
る
よ
う

な
行
動
を
取

る
人

は
、
町
議
と

し
て
の
欠
格
者
で
あ

る
。
在
職

中
は
思

う
存

分
自
己
の

理
想
に

忠
実
に
生
き

ぬ
い
て
こ
そ
選
ば

れ
た
人
の
生
き
力
で
あ
ろ
う
。

世
の
中
に
は
、
あ
ま
り
に
町
議

の
い
す
に
恋
々
た
る
人
が
多
過

ぎ
る
よ
う
だ
。
選
挙
を
気
に
し

て
何

が
で
き

る
も
の
か
。
自
己

の
信
念

を
主
張
し

、
し
か
る
後

町

民
の
審
判

を
い

さ
ぎ
よ
く
受

け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

町
議
は
理
湎
像
を
胸

に
画
く

と
共
に
、
繊
絹
な
感
受
性

を
持

た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
町

議

各
目
の
人
間
的
愛
情
に
か
か
る

問
題
で
あ

る
。
町
民
の
願
う
と

こ
ろ
を
早
く
も
察
知
し
て
適
当

な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
血
の
通
５

政
治
で
あ
り
、
明
る
い
国

見
町

の
建
設

は
期
し
て
俟
つ
べ
き
も

の
が
あ
ろ
う
。

以

上
三

、
四
の
点
を
述

べ
た

が
、
要

は
町
議
各
自
の
聴
明
な

る
釈
智
の
有

無
が
問
題
と
な
ろ

う
Ｏ
他
町
村
会
議
員

と
比
較
し

て
町

議
の
素
質

が
良

い
と

か
悪

い
と
か
い
わ
れ

る
の
は
、
椒
智

を
持
つ
町

議
の
数
の

パ
ー
セ
ン

ト
が
も
の
を
い
う
の
で

あ
る
。

「
腹
の
政
治
」
的

意
識

を
ぬ
け

切
ら
な
い
町
議
が
あ
っ

た
と
す

る
な
ら
ば
、
町
民
の
税
金
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
る
歳
費
六
万
円
也

が
泣
く
で
あ
ろ
う
。
各
自
の
勉

強
に
よ
っ
て
人
間
完
成
へ
の
努

力
を
続
け
ら
れ
ん
こ
と
を
念
願

す

る
も

の
で
あ
る
。
町
議
と
雖

も
人
間
で
あ

る
。
町
議
だ
け
に

高

い
道
義
を
強
い
る
の
は
酷
で

あ
る
こ

と
は
万

々
承
知
で
あ
る

が
、
前

途
多
難
な
町
政

に
参
画

し
て
、
今
日

の
国
見
町
を
建
設

し
て
も

ら
う
各
位
だ
け

に
望
む

と
こ
ろ
も
大
き
く

、
期
待
す
る

と
こ
ろ
も
大
き

い
。
願

わ
く
は

自
重
自
愛
、
町

議
と
し
て
の
責

任
を
杲
さ
れ
る
よ
う
切

に
希
う

も
の
で
あ
る
。
妄
言
多

謝
。

山
崎
に
も
簡
易
水
道

企
町
の
五
〇
貼
に
給
水

山
崎
部
落

の
う
ち
鉄
道
西
区

械

で
は
町
の
上
水

道
の
思
忠

に
浴
す

る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
組
合

を
作
っ
て
自

王
的
な
給
水

没
同
計

画
を
立
て
、
昨
年
末
よ
り
簡
莇
水

道
の
工

事
中
で
あ
っ

た
が
、
こ

の

ほ
ど
よ
う
や
く
完
成
し
、
去

る
四

月
十
四
日
落
成
式
並
に
祝
賀
会

を

行
な
っ
た
。
総
経
費
一
五
七
万
円

町
補
助
三
〇
万
円
、
給

水
戸
数
三

五
戸
給
水
人
口
二
〇
〇

名
、
組

合

長
古
川

幸
平
氏
で
あ

る
。

こ
れ
で
町
内
の

簡
易
水
道
は
、

泉
田
（
組
合

長
佐

藤
栄
氏
戸
数
三

唇

尸
工
讃

八
四
万
円

）
小
坂
（
組

合
長

佐
藤

善
次
郎
氏
戸
数
六
〇
戸

工

費
一

六
〇
万
円

）
と
含
せ
て
三

組
合

と
な
り
、
町

営
上
水
道
給
水

戸

数
一
一

五
〇
戸

と
合
せ
て

匸
一

八
〇
戸

六
八
〇
〇

人
、
す
な
わ
ち

全
町

の
五
〇
（
－

セ
ン
ト
の
町
民

が
き

れ
い
で
う
ま
い
水
の
め
ぐ
み

に
浴
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

爾
米
殷
殷
の
塲
団
笳
落
と
し
て

は
石
母
田
、
貝
旧
、
内
谷
、
鳥
取
、

前
田
、
泉
田
下
な
ど
で
あ
る
が
、

早
期
設
置
の
声
が
お
き

て
い
る
の

で
合
併
十
周
年
ま
で
に
は
全
町

に

水
道
の
詞
が
張
ら
れ
て
い
る
こ

と

で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

水 源 前 の 世 話 人 た ち

前
会
長
に
感
謝
決
議

国
見
町
連
合
娟
人
会
で
は
、
五

月
九
日

藤
旧
小
学
校
体
育
館
で
総

会
を
開

い
た
。
出
席
者
は
各
方
部

代
表
約
五
〇
名

、
高
橋
会
長
の
挨

拶
に
つ

づ
い
て
来
賓
と
し
て
春
日

教
育
長
、
東
酊
林

議
長
、
鈴
木
主

事
の
祝
辞
あ
り
、
三

十
六
・
七
年

分
の
庶
務
会
計
の
報
告
の
あ
と
、

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
次

の
諸

氏
が
当
選
し
た
。
爾
前
会
長
高
橋

さ
た
み
さ
ん
に
対

し
、
合
併
以
来

十
年
間
に
わ
た
る
功
績

と
そ

の
労

に
酬
え
る
た
め
、
総

会
の
名

に
お

い
て
感
謝
の
辞
を
述
べ
、
記
念
品

を
贈
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決

議

し
た
。

会
長
　

城
田
　

キ
ヨ（
蔟
甲

）

副
会
長
松
浦
　
（

ル（
大
木
戸

）

村
上
　

ト
ク（
森
江

野
）

庶
務
　

古
川
　

ア
イ
（
藤
田

）

会
計
　

野
村
チ
Ｊ
ノ
（
仝
　

、）
．

理
事
　

横
山
　

キ
サ
（
小
坂

）

佐
藤
（

ル

ヨ（
大
枝
）

監
事
　

赤
井
畑

フ
デ（

藤
田
）

徳
江
　

ナ
ツ
（
森
江
野
）

【
写
真
】
向
つ
て
右

か
ら
松
浦
副

会
長
、
城
田
会
長
、
村

上
副
会
長
、
横
山
理
事

婦人たちの声

奥
さ
ま
を
か

わ
い
か
つ
て

气

よ
い
气

よ

い
夫
、

よ
い
隣
人
で
か
つ
て
ほ

し

い
』

家
庭
に
お
っ
て

は
子
ど

も
？
妻
と
や
さ
し
く
話

し
合

い
、
せ
け
ん
づ
き

あ
い
で

は
人
を
見
さ
げ
る
よ
う
な
こ
と

な
く
誰
を
も
た
い
ら
に
と
り
あ

つ
か
つ
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
言
行
一
致

不
言
実
行
型
も
け
っ
こ
う
で
す

が

、
任

期
中
無
言
で
と
お
す
な

ど
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
何
を

考

え
、
何

を
砠

ん
で
い
る

か
は

や

は
り
話
し
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
。
適
当
な

と
き
に

適

当

な

発

言
を
し
て
く
だ
さ

い
。
も

ち
ろ
ん
ベ
ロ
ば
か
り

だ

つ
し
や
で

行
動
の
と
も

な
わ
な

い
人

は
ご
め
ん
で
す

。

一
、
政
策

と
い
う
も

の
を
し
っ

か

り
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

何
の
た
め
に
代
裏
に
な
っ

た
の

か
わ

か
ら
ぬ
で
は
困

り
ま
す
。

訪
大
が
想
、
大
ぶ
ろ
し
き

で
も

困

る
が
、
一
応
町
の
行
政
に
っ

い
て
し
っ

か
り
し
た
考
え
を
ま

と

め
て
お

い
て
下
さ
い
。
任
邯

巾

に
こ
れ
だ
け
は
・
：
と
い
う
も

の
も
二
つ

か
三
つ
は
持
っ
て
い

て
も

ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
、
も

の
ご
と
を

金
？
酒
で
解
決

す

ら
こ
と
か

や

め

て

く
だ
さ

い
。
わ
た
く

し
た
ち
は
、
決
し

て
そ
ん
な
も
の
は
望
ん
で

は
い

ま
せ
ん
ノ
ほ
ん
と
５

に
躍

む
も

の
は
ま
ご
こ
ろ
で
す

。

气

わ
た
く
Ｌ

た
ち
婦
人

の
声

を

き

淬
気
持

ち
を
理

解
す

る
こ
と

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
た
め
に
は
、
社
会

教
育

の
集
会

に
も
っ
と
め
て
臨
ん
で

く
だ
さ
い
。
殊
に
地
区

や
部
落

の
婦
人

の
会
合

に
出
席
し
て
、

話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

’

一
、
義
理
人
情
や
贔
力
か
排
し
て

く
だ
さ
い
。

陌
員
と
い
弓
有

力
な
権
力
の
座

に
っ
け
げ
、
そ
こ
に
当
怏
親
分

子
分
の
関
係
で
隼
ま
る
も
の
が

で
き
、
義
川

人
情
で
正
義
を
押

廴
曲
げ
た
り
、
引
い
も

の
か
ヱ

み
っ
ぶ
し
た
り
と
い
う
こ
と
に

た
り
が
ち
で
す
。
た
く
ま
で
も

削
義
の
守
毘
昔
に
な
っ

て
く
だ

さ
い
。。

气

削
イ
元

を
か
わ
ｙ

か
っ
て
く

も
十
。
ろ
ん
あ
な
た
が
た
が
、
世

に
も

ま
れ
た
勞
愀

穴
で
あ
ら
れ

る
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し

、
だ
ん
な
さ
ま
が

外
出

し
が
ち
に
な
る
亠
喚
さ
ま

け
箱
入
り
夫
人

に
な
り
、
せ
け

ん
に
う
と
く
た
り
ま
す
。
ぜ
ひ

外
に
削
し
、
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル

ー
に
な
ど
に
入

れ
て
大
い
に
勉

強
心
せ
て
く
だ
ち
い
。

二
昌
い
生
活
水
準
に
お
ど
ろ
く
〃

―
八
島
君
よ
り
第
四

便
１

春
遅
き
こ
の
北
国

デ
ソ
マ
ー

ク
に
も
春
が
お
と
ず
れ
、
牧
場

は
繊
の
も
う
せ
ん
に
包
ま
れ
、

小
鳥

が
さ
え
ず
り
花
が
咲
き
始

め
ま
し
た
。
皆
様
お
変
り
な
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
観
月
台
や

半
田
沼
の
桜
も
終
り
、
多
忙

な

季
節
と
な
っ
た

こ

と

で

し
ょ

う
。
私
も
ま
す
ま
す
元

気
で
毎

日
の
仕

事
に
励

ん
で
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
少
し
生
活
の
よ
う
す

を

霽
こ
う
と
思
い
ま
す
。

デ
ソ

フ
ー
タ
に
来
て
思
う
こ

と
は
、
や
は
り
日
本
よ
り
生
活

水
準
が
高
い
こ
と
で
す
。
し
か

も

、
大
農
、
中
農
、
小
農
又
は

町
人
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
と

い
っ
て
も
、
そ
の
聞
に
生
活
の

格
差

が
少
な
く
、
だ
い
た
い
同

じ
く
ら
い
の
生
活
程
度
で
す
。

そ
し
て
、
花
や
絵
や
写

真
を
好

み

、
ど
こ
の
家
庭
に
い
っ

て
も

蜜

の

中

に

鉢

植

の

花

や

木

が

あ

り

、

壁

甌

は

絵

と

写

真

が

美

し

く

飾

っ

て

あ

り

ま

す

。

室

の

中

は

い

っ

私

清

潔

で

、

僕

が

突

然

訪

ね

て

い

っ

て

、

家

か

見

せ

て

く

れ

と

か

畜

舎

を

見

せ

て

く

れ

と

い

う

と

、

心

か

ら

喜

ん

で

見

せ

て

く

れ

ま

す

。

台

所

便

所

は

も

ち

ろ

ん

、

応

接

間

、

子

ど

も

室

か

ら

ダ

ブ

ル

ペ

ッ

ト

の

あ

る

夫

婦

の

寝

室

ま

で

案

内

し

て

く

れ

ま

す

。

ま

た

、

婦

人

た

ち

は

、

暇

さ

え

あ

れ

ば

、

あ

み

も

の

や

し

し

ゆ

う

を

や

っ

て

お

り

、

そ

の

た

め

、

部

屋

の

中

平

ベ

ッ

ド

の

シ

ー

ツ

な

ど

美

し

い

し

し

ゆ

５

が

し

て

あ

り

ま

す

。

農

家

も

町

の

人

び

と

も

日

曜

日

は

完

全

に

休

み

ま

す

。

ｌ一
φ＆

）

ち

ろ

ん

家

畜

の

世

話

と

搾

乳

は

し

ま

す

が

…

平

日

も

朝

六

時

か

ら

夕
方

六

時

ま
で

の
仕
事
で

す

。
僕

は
家
畜
の
世
話
が
中
心

で
す

か
ら
他

の
仕
事

は
あ
ま
り

し
な
い
で
す

み
ま
す
。
午
前
中

は
十
時
ま
で
で
仕
事
は
終
り
、

午
後
は
三
時
半
か
ら
六
時
ま
で

で
す
。
一
日
六
時
間
労
働
と
い

う
わ
け
で
す
。
六
時
半
に
夕
食

を
た
べ
た
後
も
八
時
頃
ま
で
明

る
く
、
仕
事
を
止

め
る
の
が
も

つ
た
い
な
い
と
日
本

流
に
考
え

ま
す
が
、
こ
の
国

の
人

び
と
は

時
間
と
い
う
も
の
を
非
常
に
は

つ
き
り
と
き
め
て
生
活
し
て

い

る
よ
う
で
す
。
町

の
店
も
、
平

日
は
午
後
五
時
で
閉

店
金
曜

日

だ
け
午
後
八
時
ま
で
営
業
し
、

も

ち
ろ
ん
土
曜
日
の
午
後

と
日

暇
日
は
休
み
で
す
。
僕
た
ち
に

は
５
ら
や
ま
し
い
と
同
時
に
、

買
物
で
き
な
い
で
不
便
で
も
あ

り
ま
す
。

こ
と
し
は
半
月
以

上
も
お
く

れ
た
と
い
つ
て
い
ま
す
が
、
麦

の
播
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
堆

肥
撒
布
り
肥
料
撒
布
、
細
土
、
播

種
す

べ
て
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
テ

ー

シ
ョ
ソ
か
ら
来
て
ま
た
た
く
間

に
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
僕
は

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
見
物
で
す
。

生
活
も
二

か
月
、
だ
い
ぶ
知

人

も
で
き

、
口‥
曜
日
は
い
っ
も

ど
こ
か
へ
招
待
さ
れ
て
行
き
ま

す
。
招

い
た
り
招
か
れ
た
り
す

る
こ
と
が
よ

ほ

ど
好

き

ら
し

く
、
誕

生
日
、
祝
日
そ
の
他
一

週
間
に
二
三
回
ぐ
ら
い
も
あ
り

ま
す
。
こ

う
し
た
生
活
を
み
て

い
る
と
、
た

ん
と
な
く
ぉ
ち
っ

い
た
、
根
の
淤

い
生
活
ぶ
り
を

感
じ
ま
す
。

食
物
は
パ
ソ
と

バ
タ
ー
、
馬

鈴
薯
、
牛

乳
が
中
心
で
、
魚
は

三
日
に
一
度
、
米
も
一
週
間
一

～

二
度
た
べ
ら
れ
ま
す
。
海
が

近
い
た
め
、
朝
と
っ
だ
ニ

シ
ソ

や
サ
ケ
、
タ
ラ
が
生
き
た
ま
ま

で
売
り
に
来
ま
す

。

こ
れ
か
ら
い
よ

い

よ

農

繁

期
、
ご
自
愛
ご
自
重
の
ほ

ど
を

お
祈
り
し
ま
す
。
で
は
ま
た
後

便
で
。

四
月
二
十
九
日

在
デ
ン
マ
ー
ク
ハ

島
摶
正

新
議
員
に
望
む

青
年

の

夢

と

希
望

を

矢
　

部
　
安
　
男

こ
の
た
び
め
で
た
く
当
選
さ
れ

ま
し
た
新
議
員
の
皆
さ
ま
に
対
し

心
か
ら
お
倪

い
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
二
三
の

お
願
い
を
い
た
し
ま

す
。
世
間
知
ら
ず
の
若
輩
の
声
と

し
て
、
失
礼
の
点
は
お
許
し
く
だ

さ
い
。

ま

ず
私
は

、
新
議
員
の
皆
様
方

一
人

び
と
り
が
、
せ
ま
い
部
落
根

性
を
捨
て
て
、
広
く
大
き
な
心
で

町
政

を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
自

分
が
推

さ
れ
た
部
落

の
た
め
と
か
、
支
持
さ
れ
た
団
体

の
た
め
に
特

に
サ
ー
ビ
ス
し

た
い

と
い
う
気
持

ち
を
お
し
広

げ
、
大

局

か
ら
み

た
、
全
町

民
の
萼
望
に

こ
た
え
る
政

治
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
町
作
り
の
基
盤
に
な
る
人

作
り
の
た
め
に
、
特

に
社
会

教
育

の
重

要

さ

が

陦

ば
れ
て
い
る
現

在
、
せ
ま
い
足
の
引
っ
ぱ
り
合
い

を
や
め
て
集
団
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

人
間
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、
公

民
館
の
早
期
建
設
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。
特
に
、
町
民
の
志
気
を
高

め
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
い
う

こ
と
に
も
電
き

を
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
身

体
を
き
た
え
、
精
神
を
養

う
た
め

に
ス
ポ
ー
ツ
の
持

つ
役
割

は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す

。
町
営

グ
ラ

ウ
ｙ

ド
の
設
置
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
住
宅
建
設
や
有
線

放
送
問
題

と
同

等
ぐ
ら
い
に
考
え
て

い
た
だ

き

た
い

と
思
い
ま
す
。

「

初
心
忘

る
ぺ
か
ら
ず
」

と
か

ど
う
ぞ
当
選
の
日
の
感
激
を
い
つ

ま
で
も
忘

れ
ず
、
あ
の
。（

ソ
ザ
イ

を
叫

ぶ
姿
の
よ
う
に
、
堂
堂
と
た

く
ま
し
く
自
分
の
意
見
を
出
し
、

お
互
い
に
議
論

し
、
町
発
展
の
た

め
に
お
働
き

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
お
考
え
一
つ
で
わ
が
町
は
進
歩

も
し
退
歩
も
す

る
の
で
す
。
四
年

間
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康

に
留
意
さ

れ
、
自
分
の
は
つ
た
ポ
ス
タ
ー
を

自
分
で
は
が
し
た
よ
う

に
、
自
分

の
言
行
に
は
最
後
ま
で
責
任
を
も

ち
、
誠
実
で
清
潔
な
町
政

の
た
め

に
ご
努
力
願
い
ま
す
。
そ
し
て
わ

れ
ら
青
年
の
夢
と
希
望
を
実
現
し

て
く
だ
さ
い
。

（
前
国
見
町
連
青
団
長
）

陣
容
強
化
さ

れ
た
商
工
会

国
見
町
商
工
会
で

は
、
五
月
七

日
青
年
研

修
所
で

総
会

夕
。開
き
、

事
業
計
画
な
ど
の
審
誤

を
し

た
の

ち
役
員
選
挙
を
し

リ
　い
今
回

は
会

長
副
介
長
理
小
と
い
う
蚊
行
部
局

の
外
に
五
つ
の
専
門
委
員
会

か
設

け
、
各
理
・
亊
を
そ
の
正
副

委
員
長

に
あ
て
、
若
手
の
会
員

を
そ
お
そ

れ
の
委
員
に
配
し
、
自
主
的

か
活

動

を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
の
で

今
後

の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

役
員
訛

の
と

お
り

会
　

長
　

腕
苅
　

計
三

剛
会
長
　

佐
藤
　

害
郎

同
　
　
　

奥
山
勝
太
郎

理
事
鼎

専
門
委
員
会
委
貝
長

商
業
委
員
会
　

コ
古
川

要
害

○
ぷ
田

害
助
○
曵
地
善
作

工
業
委
員
会
　

β
須
田
診
一

〇
山
崎
清
次
○
国
分
惣
遐

観
光
委
員
会
　

○
斎
藤
正

美

○
菅
野
亮
夫
○
斎

藤
惣
次

税
務
金
融
委
員
会
　

○
紺
野

金
兵
衛
　

○
羽

根
泣
二

婦
人
青
年
委
員
会
　

○
八

巻

正
雄
○
箘
口
噐
　

○
安
田

正
夫

編

集

後

記

・王
権

者

は
だ

れ
？

○
青
年
よ
　

君
た
ち
は
も
う
主

権
者
で
あ

る
　

大
い
に
夢

や

希
望
を
述

べ
た
ま
え
　

誰
に

遠
賍

が
い

る
も
の
か

○
婦
人

よ
　

あ
な
た
が
た
心
立

派
な
主
権
者
で
あ
る

大
い
に
女
の
幸
福
を

王ヽ
張
し

な
さ
い

女
の
幸
福
は
人
類
の
幸
福
に

つ
な
が
る
も

の
で
す

○
当
選
さ
れ
な

か
っ

た
方
よ

貴
殿
ら
こ
そ
粒
ぞ
ろ
い
の
主

権
者
で
あ
る

主
権
の
座
か
ら
落

ち
た
な

ど

と
新
覚
を
し
て
は
だ
め

貴
殿
を
支
持
し
た
多
数

の
主

権
者
の
あ
る
こ
と
を
銘
記

せ

○
町
民
よ
　

わ
れ
ら
こ
そ
真
の

主
権
者
で
あ
る

選
挙
の
と
き
だ
け
王

様
で
、

逞
挙
が
終
れ
ば
奴
隷
で

あ
る

な
ど
と
い
わ
れ
ぬ
よ
う

常
に
勉
強
し
て
品
位
を
高
め

○

集

会

の

時

間

を

正

し

く

守

り

ま

し

よ

う
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